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研究成果の概要（和文）：　未評価の「詩人」アーネスト・ヘミングウェイの価値、また、その詩の「歌」とし
ての特性、及び文学上の師であるエズラ・パウンドから伝わった日本原理を解明する本研究の成果を世界に周知
した。
　ヘミングウェイの詩における「間」「空」を俳句や墨絵との関連で論じ、また、言葉の音楽性、狂言的「笑
い」の文体への反映と言った視点で、モダニズム以後の日本と西洋の関係を読み解いた。パウンドの日本理解の
原点フェノロサも検討し、ヘミングウェイ詩の源流に切り込むと同時に、アイルランドの詩人・劇作家W.B.イェ
イツとパウンドの狂言要素も盛り込み、モダニズム以後の英語圏文学における日本の意義を深めた

研究成果の概要（英文）： Much of my research has been on Ernest Hemingway as a poet whose value has 
seldom been acknowledged when compared to his novels. In particular, my interest has been in its 
unusual song-like quality. I have also examined the Japanese poetic style of his mentor, Ezra Pound.
 I have published my research as well as given lectures and papers internationally and domestically.
  In addition, I have focused my research on the Japanese concepts of Ma and Kuu in Hemingway’s 
poetry in relation to haiku and sumie drawings, incorporating the lyrical quality of words.  By 
doing so, I have explored the relationship between Japan and the West as expressed in English 
literature throughout the Modernist era.  Finally, I have also studied Ernest Fenollosa’s role to 
trace the original source of Hemingway’s poetic inspiration. This, in turn, led to further studies 
on the Irish poet/ dramatist W.B. Yeats and the influence of Japan’s traditional Noh and kyogen 
plays.

研究分野：英米アイルランド文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 未踏の分野、ヘミングウェイの詩 

 大小説家として名声が確立しているヘミ

ングウェイの詩人としての面を扱う既存研

究がほぼなかった。『ヘミングウェイ大事典』

（2012）において、入手可能な詩の解説を全

て担当し、その詩の価値を発見した。結果を

国内外の学会で口頭発表、論文を出版し、反

応の大きさにこの研究の意義を確信した。 

(2)看過されていた重要点 

①言語実験と音楽性  

 ヘミングウェイは詩において、既存言語を

解体し新しい言語を創出する。その詩は言葉

のリズム・音を生かし、また遊び心が相まり、

詩が本来「歌」であることを実感させる。 

②ヘミングウェイと日本 

 西洋・アメリカ原理の体現とされるヘミン

グウェイの詩に師パウンドから得た日本の

文学伝統が流れる点は看過されている。 
 
２．研究の目的 
 未発掘の詩人ヘミングウェイの価値を確

立しそれを世に知らしめる。 

 また、その詩が東洋・日本の文化・文学と

通底すると明らかにする。さらにその普遍性、

彼の詩の現代的意義を明確にする。また詩に

吐露される死、特に自殺の問題を考察するこ

とで、ヘミングウェイに新しい光をあてる。 

（１）詩における言語実験と「歌」  

 既存の英語を解体し、斬新な言葉の形や用

法が詩に現れることを示す。また、その詩の

音楽性を実証し、それがテーマに応じた「歌」

としての現れであることを検証する。 

（２）日本との接点（狂言、俳句） 

 「遊び心」、時に残酷となる諧謔・諷刺は、

師パウンドがフェノロサの遺稿から学んだ

俳句、狂言に通ずることを明確にする。 

（３）アイルランド 

 吟遊詩人は私の研究領域アイルランド文

学に通ずる。アイルランド人親友チンク・ド

ーマン＝スミス・オガワンとの関係を見極め、

ヘミングウェイに新たな光をあてる。 

 

3.研究の方法 

(1)図書・研究環境整備 

 本研究に必須の書籍・基礎資料、機器を充

実させた。 

(2) 資料蒐集 

 国際学会の前後及び別途、資料蒐集。 

①2014 年ヴェニスの国際ヘミングウェイ学

会、 201５年ブルネンブルクでの国際パウン

ド学会の際にヘミングウェイの詩のトポス

が集中している北イタリアを現地調査。『ヘ

ミングウェイとパウンドのヴェネツィア』、

『ヘミングウェイ全詩集』、『ヘミングウェイ

とパウンドのイタリア』執筆の資料を集めた。 

②2016 年オークパークでの国際ヘミングウ

ェイ学会の際などに、ボストンの J.F.ケネデ

ィ・プレシデンシャル・ライブラリーに、ヘ

ミングウェイのマニュスクリプト・書簡調査。 

(3)国際学会発表による研究交流 

 国際学会で発表した結果、他学会での公演

や国際シンポジウムでの基調講演に招聘さ

れたり、国際的学術誌への投稿を依頼された。

このように国際学会での成果発表が研究交

流を呼び、続く新たな研究に導かれた。 

(4)能楽師の聞き取り 

 能・狂言理解に関して、能楽師の聞き取り

調査を行った。特に大蔵流狂言茂山千五郎家

の狂言師、観世流シテ方能楽師、高安流ワキ

方能楽師の協力をあおいだ。 
 
４．研究成果 

（１）著書出版 

①学会でヴェニスを訪れた際、ヘミングウェ

イとパウンド縁の地で資料蒐集。二人の詩学

とヴェニスを取り巻く土地の意味の絡まり

合いを読み解く『ヘミングウェイとパウンド

のヴェネツィア』を共著者 1名と出版。 

②ヴェニスでの日本、特に狂言とヘミングウ

ェイの詩学についての学会発表が斬新だっ

たため、スペイン、サラゴサ大学での学会に



招聘された。この２学会参加者の学際的論文

を編集し、 Cultural Hybrids of (Post) 

Modernism: Japanese and Western 

Literature, Art and Philosophyを出版。自

らの論文も掲載。ヘミングウェイの詩に日本

的概念「間」「空」を探求する論文を掲載し

たが、本論点は研究開始時には気付いていず、

本研究の過程で見出した新しい見地で、ヘミ

ングウェイのみならず、英語圏モダニズム詩

学と「間」「空」を今後の研究課題と定めた。 

③ヘミングウェイ、パウンドとイタリアに関

する本を、共著者と計画中。（出版したヴェ

ニスに関する著書の続編。） 

④J. F. ケネディ図書館での調査の結果、研究

が進み、発表あるいは入稿済論文等に反映さ

せた。未発表の詩も発見したものの、版権に

関して難航、研究は進んだが、詩集出版が滞

っている。 

 (2)国際学会発表・招聘講演 

 The Hemingway Society(ヴェニス（イタ

リア）、オークパーク（アメリカ）)、 Ezra 

Pound Society(ブルネンブルク（イタリア）)

の国際学会で、ヘミングウェイの詩と日本的

原理、特に狂言、俳句、墨絵と絡め発表。「間」

と「空」の論点が、欧米研究者に未知の視点

を与えた。 

 ヴェニスでの発表をきっかけにサラゴサ

（スペイン）での学会に招聘され、「個人」

と「社会」の視点を英語圏モダニスト文学者

と日本の詩学の関わりに導入した。また、そ

の視点を発展させてダブリン(アイルランド)

でラフカディオ・ハーンとフェノロサ、イェ

イツについて発表した結果、日本で開催され

た国際学会に参加することとなった。同時に、

リ ム リ ッ ク （ ア イ ル ラ ン ド ） 開 催

International Yeats Societyの国際学会でイ

ェイツと狂言についての発表のおかげで、バ

ルセロナ（スペイン）での  International 

Yeats Symposium基調講演に招聘され､本研

究を包括的にアメリカ、アイルランドのモダ

ニスト詩学と日本を絡める講演を行った。こ

のように国際学会での成果発表が研究交流

を呼び、新たな研究に導かれ、ヘミングウェ

イの詩学の根本を世に問うことができた。 

  そのお陰で、2017 年日本・アイルラン

ド外交成立 60 周年を記念する事業として、 

イェイツが狂言として書いたと自ら言って

いる戯曲と、ハーンの作品に基づく新作狂言

を大蔵流狂言茂山千五郎家が新作として演

ずる公演をアイルランド 3カ所で行う企画の

責任者として、私の研究を生きた形で世界に

問う形で実践することになった。これは、ヘ

ミングウェイの詩学の根本に据えた狂言と

歌のテーマを深め、新たな研究への礎を築い

たことの現れである。 

 

（３）国内学会発表・招聘講演 

 国内でも発表を続けることから研究交流

が生まれ、講演にも招聘された。日本アメリ

カ文学会（関西支部研究会）、日本ヘミング

ウェイ協会、日本イェイツ協会、国際アイル

ランド文学協会日本支部、日本アイルランド

協会など関連学会の年次大会に参加、委員や

理事をしているものは、企画・運営も行いつ

つ、シンポや個人発表で成果発表。国内発表

はヘミングウェイの詩を日本的原理と歌の

視点という新しい切り口で提示するもの、さ

らに、その視点を「世界文学」の視点から見

直し、イェイツの劇と詩に狂言の角度から展

開検討させたもの、そこへパウンド、フェノ

ロサ、ハーンを絡ませ次元を深めるなど発展

させたが、全てヘミングウェイの詩学と日本

的要素、詩学、能楽に歌の観点が源流にある。 

 

 (4) 論文他出版 

 全ての出版論文は、上記の口頭発表・講演

を発展させたもので、ヘミングウェイの詩を

基調にイェイツ、パウンド、フェノロサ、ハ

ーンの５人のアメリカとアイルランド出身

の文学者を日本と「歌」の要素から多角的に



提示し、本研究の成果を世に問うた。 
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